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様式１別紙２－１
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円

＜５＞

合　　計 6,391,000

  購入予定の主な財産の内訳(一品、一組又は一式の価格が５０万円以上のもの)

名　　　　称 仕　　様 数量 単　価

36,000 送風機

記入例

ヒートポンプ等を活用した低炭素型農業推進事業に要する経費内訳

(ヒートポンプ等を活用した低炭素型農業推進事業［低炭素化設備導入事業］）

　
所要経費

(1)総事業費 (2)寄付金その他の (3)差引額 (4)補助対象経費

　 収入 (1)－(2) 　 支出予定額

7,000,000 0 7,000,000 6,391,000

(5)基準額 (6)選定額 (7)国庫補助基本額 (8)補助金所要額

(4)と(5)を比較し
て少ない方の額

(3)と(6)を比較して
少ない方の額

(7)×1/3

6,391,000 6,391,000 2,130,000

  補助対象経費支出予定額内訳

経費区分・費目 金　　額 積　　算　　内　　訳 資料番号

工事費

　　　　　本工事費

5,435,000 材料費

3,750,000 園芸用ヒートポンプ① ＜１＞

園芸用ヒートポンプ② ＜２＞

115,000 送風機 ＜３＞

1,570,000

956,000 労務費

920,000 園芸用ヒートポンプ①、② ＜４＞

注　本内訳に、見積書又は計算書等を添付する。

金　　額 購入予定時期

園芸用ヒートポンプ①
定格冷房能力25kw
定格暖房能力28kw

１式 4,398,000 4,398,000 平成29年11月

園芸用ヒートポンプ②
定格冷房能力12.5kw
定格暖房能力14kw

1式 1,842,000 1,842,000 平成29年11月

補助対象経

費を含む当該

事業の総額を

記入する。

応募申請時は記入しない。

千円未満は切り捨てる。

見積書又は計算書等に記載された番
号を記入し、本経費内訳と関連づける。

同一型式を複数台導入の場

合は、合計金額を記入する。

但し、複数型式を導入する場

合は、型式毎に名称を区別し

分割して記入する。

交付規程別表第２に示

す区分、費目とする。

機器本体（付帯設備を含む）

及びその稼働に必須の配管、

ケーブル等の材料費。

（４）補助対象経費支

出予定額に一致する。

材料費のみではなく、
労務費等も按分して
加えた額とする。

送風機は５０万円未満

のため記入しない。



hp29k4

（消費税抜き）

7,000,000

既設熱源機撤去費 1 480,000

609,000

＜5＞

956,000

＜4＞

36,000

式 920,000

5,435,000

＜3＞

1,570,000台 1,570,000

　備考

560,000

合計

消費税
（8%）

7,560,000

廃棄物処分費 1 式

小計

129,000

式

6,391,000

見積書番号 ×××××
平成29年6月5日

御　見　積　書
　○○農協　御中

御  見  積  金  7,000,000
支　 払　 条　 件 月末締め翌月払い

材料費 園芸用ヒートポンプ① 2 ＜1＞

＜2＞

備考

株式会社　□□□□□　印

見 積 有 効 期 限  ** 日間

　　　　下記のとおり、御見積申し上げます。
△△県○○市・・・・・

園芸用ヒートポンプ導入による○○農協
ＣＯ２削減事業件　　　名

工事場所 ××県□□市・・・・・

〒YYY-YYYY

型番 数量 単位 単価細分 品名 金額

台 1,875,000 3,750,000

1 台 115,000 115,000

送風機設置工事 1

労務費
園芸用ヒートポンプ

①、②設置工事
1

園芸用ヒートポンプ②

式

1

材料費計

送風機

＜補助対象外計＞

＜補助対象計＞

労務費計

費目区分

本工事
費

工事費

代表事業者宛であること。但し代表事業者

がリース会社である場合は、共同事業者で

も可。

例

応募時点で有効期限内であること。

見積書と「様式１別紙２ 経費内訳」

を照合できるように、共通の番号を記

載すること。

補助対象外経費があれば詳細が分かる内容を記

載のこと。

事業名と対応が付く工事件名と

すること。
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